
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

ロ シア語 ロ シ ア文学研究 32 （2000）

前置詞繰 り返 し構造再考

三 　谷　惠　子

1． 先行研究 と本稿の 目的

　 ロ シ ア語史 の 中で 前置詞繰 り返 し （nOBTopeHlie 　npen ．qora） と して 知 られて い

る構造 が あ る 。 前置詞句内の 構成要素 に ， 同 じ前置詞が 繰 り返 し付与 され る構

造 で ， 古代 か ら中世 ロ シ ア 語 の さ まざ ま な文 献 に 見 ら れ る （1・ICTopHqeCKa”

FpaMMaTHKa　159・61 ；by．（axoBcKLdi 　404・05 他多数）
1− Ha　rpaMoTax −

b　Ha　BctSxh

Apoc 」laB ．IMx
−
b 「

す べ て の ヤ ロ ス ラ フ の証書 に誓 っ て 」 （。TleT．　 HoBr． 1．　 Ll．ll2）；

，MbcTMC，？aB　＞Ke 　IIOMne 　K　BOpOTOMb 　K　BOnHblMb ．「ム ス チ ス ラ フ は水 門へ と進 ん だ」

（∫leT．レlrlaT．　Jq．213）。

　 この 構造 は文献 資料 と非文献資料の 双 方に現 れ る 。 先行研究 の 指摘 に よ れ ば，

文献資料で は年代記 （MCTPHHa　1919：146他）， ノ ヴゴ ロ ド白樺文書や 各種の 実

用文書 （qHHH ， 3a．qp｛3HHK 　l　53・54 ；3a．，IH3HfiK 　145・46 ；BopKoBcK噛 232−311），
　A．

ニ キ ー チ ン の 『三 つ の 海の 彼方へ の 旅行記』 や長司祭ア ヴ ァ ク ム の 自伝の よ う

な個人 の 著作 ， 歴 史叙事詩 や 物語 （旦廴 pもuも Ha 　KaH．qh 　TbMa 　cB もTb 　HoKPbl ，，la

「
カヤ ー ラ の 川辺 に 闇は光 を覆っ た 」 イー ゴ リ軍記 ；O　IIOXBa」rbHblx　CMXh 　G

HLIHelUHblx 　 ”OBIBCTex 「現下の ，
こ の 賞賛の 物語 に つ い て 」 ザ ドン シ チ ナ ） な ど

広 い 範囲 に 実例が 分布す るが ， 特 に 13− 16世紀の 実用文書に 多 く見い だ され る。

一
方い わ ゆ る

“

教 会文章語文献
”

に は 例 が ほ と ん ど な い 。 また ，
t7世紀後半

以後で は
一

部 の 公 文書 や請願書で 使用 され る他 は ， 文献 の 種類に よ らず例 は 減

少 す る 。 非文献 資料で は ，
ブ ィ リー ナ や 哀歌 ， 民話な どの 口 承文芸 ， 方言に も

同様 の 構造が見 られ ， 特に北 方地域 に 由来す る もの に 顕著で あ る とされ て い る

（EBreHbeBa　22ff；qepHblx　289 ；FpHHKoBa　92　ff；ム｛aHcHKKa 　142）。

　以 上の 指摘 を総合 し
， 文献資料， 非文献資料 に 現れ る諸例 を連続的現象 とみ

な せ ば ， 前 置 詞 繰 り返 し は
「古 い ロ シ ア の 民 衆 の 言 葉 の 特 徴 oco6eHHOCTb

Hapo ！lHoro　 npeBHepyccKoro 　 fi3blKa」 （qepHb【x 　289） と す る こ と が で き る 。

Miklos　ich （252−53）や noTe6HH （296−98） は他 の ス ラ ヴ語 の 例 も示 し，
こ れ

が 共通 ス ラ ヴ語 に 遡 る特徴 で あ る と示 唆 して い る 。 しか し例 えば ΦH川 H は ，
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例が 現れ る文献 の 時代 や ， 方言分布 の あ り方 か ら考 えて ， 共通 ス ラヴ 語 に まで

起源 を遡 る こ とに 根拠 はない とい う （ΦH」IMH 　510−12）。

　なぜ 繰 り返 しが 起 こ るの か に つ い て は， 要 素， 特に 後置 され た形容詞 な どの

強 調 あ る い は 対 照 焦点化 の 効 果 を 主 張 す る 立 場 （BOPKOBCK湘 232　ff；

bopKeBcKnti
，
　 Ky3HeuoB　 453 ；FpMHKoBa　98） と ， 少 な くと も実用文献 に お け る

前置詞繰 り返 しに は ， 単に 同じ前置詞句の 構成要素で あ る こ とを示す句標識以

上 の 意 味 は な い とす る 立 場 （McTopHqecKa月 Fpal　tMaTMKa 　 161 ；Worth 　496 ；

SIH｝tH， 3a，．aH3HHK 　153・54）が あ る 。

　 これ らの 先行研究 の 指摘 とそ こ に 含 ま れ る問題点 を念頭 に ， 本論 で は特定 の

文献 に 現れ る前置詞繰 り返 し構造 を整理 し，
つ い で そ の 特徴 を， 最適 性理 論

（Optimality　Theory） の 枠組み を援用 しな が ら解釈す る 。 本論 は ， 前置詞繰 り

返 し構造 の ロ シ ア語史 に お け る位置付 け を 目的 とす るが ， 同時 に ， この 構造の

分 析 を ，
ロ シ ア語の 変遷 を考 え るた め の ひ とつ の 材料 と し て 提示 す る こ と も意

図 して い る 。

2． 前置詞繰 り返 し構造の パ ター ン

2． 1． 資料 と調査

　前置詞繰 り返 し構造の 特徴 を明確 に 把握す る た め
， 中世 ロ シ ア の 実用文書 と

して 重 要 な資料的価値 を持つ 以 下 の 2 点か ら， 重点的 に 例 を集 めた 。

A ．
『
大 ノ ヴゴ ロ ドとプ ス コ フ の 文書 FpaMoTbl　BenMKoFo　HoBropoaa　H　HcKoBa』

　 （以 下 FBHrI ）

B．
『14− 16世紀の 大公 な ら びに 分 領 公 の 遺 言状 と条約 ∫LlyxoBHbie　 H　 AoroBopHble

　PpaMoTbl 　Be，，uMKHx 　H　yne．qbHblx　KHH3eH 　XIV −XVI 　BB．』 （以 下 几肛r）

　先行研究 で は
， 種 々 の 文献 か らの 例が示 され て い るが ， 特定の 文献 を取 り上

げた 時 に これ が どの 程度 多用 さ れ る構造な の か ， また そ こ に語彙的特徴 は な い

の か 一
例 え ば

， 特定の 語彙要素 を含む 場 合 に 顕 著に 生 じる と い っ た よ うな

一
な どの 具体的な 事柄 は必 ず し も明 確 に 指摘 さ れ て い な い 。

2
そ こ で

，
こ の

構造が 次の 3節に 述 べ る よ うな
一一‘Wt化可能 な議論 の 対 象で ある か ど うか を確認

す る た め ， AJIF，
　 rBHH の 文書類で の 前置詞繰 り返 しの 出現度， また 前置詞

句内の 語彙要素 の 特徴 を調 べ た 。 そ の 結果 ， 以 下 の 判 断 を得た 。

　  前置詞繰 り返 しは
， 例外 的 に起 こ る とい うよ うな構造 で は ない

。 本論で は

原資料 を提示す る紙面 的余裕が ない の で
，

一 定量 の 文書 を個人 の コ ン ピ ュ
ー

タ
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に入力 し コ ン コ ー ダ ン ス ソ フ トに か けた 結果の
一
部 を数値だ けで 示 す 。

　FBHn ：No ．136他 ， 皿BHHa で作成 され た個人 の 文書 の場 合

　　総語数　1857

　　前置詞の 総出現回数　283

　　前置詞繰 り返 しに 関わ る前置詞 の 総数　63

　几nF ：No ．61 モ ス ク ワ 大 公 ワ シ ー リ ィ II世の遺 言状 （1461−62） の場 合

　　総語数　2635

　 　前置詞 の 総 出現回数　405

　　前置詞繰 り返 し構造 に 関 わ る前置詞 の 総数 74

　  繰 り返 され る前置詞や繰 り返 しが 起 こ る名詞句内要素の 語彙に 際立 っ た偏

りが ある と は 考え られ な い
。 同 じ語彙 を含む前置詞句 で も ， 繰 り返 しが生 じ る

場 合 と生 じな い 場 合が あ る 。 例 えば FBHH 　No ．lI6 に

A3a ，10B
「
b　TOM　 3eM 川 oT　CocHLIIIb］ ｛〕T　 pもqKH 八a　B　BiyTb　 B　CocH肌 且KyK ） BpyueM ，

　 flo　pygbK）

BBepXl ⊃ 八t〕鱒・

土地 の 領 界 は ソ ス ニ ツ ァ の 流 れ か ら ソ ス ニ ツ ァ川 の 支流の小川 へ
， 小川 に 沿 っ て 土 流ヘ

ムaBqepHoH 　nもcl〕，
　H3 』もca　B　CocHMLLKyK〕 BもTb 　B　P｝igeM ，

　M　IIo　Pyql，K〕

さ らに 広葉樹林へ
， 林か らソ ス ニ ツ ァ 川 の 支 流の小 川 へ

， そ して流れ に沿 っ て

と い う 2 つ の 例が あ り， 語順 は異 な るが 語 彙 は 1司じ で あ る 。 rBHn ，
　 AJエF 全

体で は ， 特定の 語彙 を含む 決 ま っ たパ ター ン で も っ ぱ ら現れ る とい う主張 は退

けられ る 。 た だ し繰 り返 しの 起 こ り方 に は
一

定 の パ タ ー ン が ある 。
こ れ に つ い

て は 2
．
2

． で 言及す る 。

　  前置詞繰 り返 しが 強調 ， 対 照 を表す とい う主張は積極的 に は 支持 で き な い 。

例 えば上 の   に 示 した 2例 を比較 して ， 前者の ほ うが 後者 に比 べ 「
（他で もな

い ） ソス ニ ツ ァ 河 の 支 流 」 で あ る こ と を強調 しな け れ ば な らな い 文脈 的必 要性

が あ る と は 思 わ れ な い
。 ま た Worth （496） な ど が 指摘 して い る よ うに ，

　 Ko

MH も KBa 田 eMy 　6paTy　K　Mononll ．leMy 　Ko　KHH3K ｝ KBaclMblo 　K
’
L，　S｛poc．laBfiuwo 「私 ，

あな た の 弟で あ る ワ シ ー リィ
・ヤ ロ ス ラヴ ィ ッ チ公 に 」 似皿r

「
45） の よ うに ，

同
一

指 示対 象 に 言及す る同格 名詞 も含め 1 つ の 前置 詞句の 要素 で あ る 7 語の 中

の 6語 に 繰 り返 しが ある場合 ， それ らの すべ て に強調 ， 対比等の 意味が あ る と

は と うて い 考 え られ な い 。 2． 2． で 述 べ る よ うに ， 繰 り返 し と名詞句 内要素 の

語順 に は関係が あ るが ，
こ の 事実 と強調の 問題 は同

一
視す べ きで は ない だ ろ う。

　以上 の こ とを総合 して ， 前置 詞繰 り返 しは ，
1 つ の 前 置詞 を 主要部 と す る前

31 −・一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

三 谷惠子

置詞句内の 要素で ある こ とを示すた めの 単 なる句標 識で あ り， 例 えば通常の 名

詞句で 主要部 名詞 に 対 して従 属要素の 形 容詞 が
一 致 を示 す の と同 じレ ベ ル の ，

統語構造上 の 標識付け の 現象 と と らえ られ る 。 強調 の 意味 は
“

ない
”

と否定す

る もの で は ない が ， 調べ た 資料 の 範囲で は 少 な くと も積極 的 な要因 と考 え る理

由 は見 い だ す こ とが で きなか っ た 。

2． 2． 構造の パ ター ン

　ま ず ， 前 置 詞 句 の 構 成 に つ い て 確 認 し て お く。 今， 現 代 ロ シ ア 語 B

Mop Φ（momgecKoth 　 cHcTeMe 　 ApeBHepyccKoro 　 fl3b］Ka の よ う な ， 主 要 部 名 詞

Prep

B

Adj

凾
MOP Φo ∬（厂 　c硫clreMe

I1阿qeCKO 雌

一

畿
24）eBHepyCCKoro

日3bIKa

が Da と Hn の 間 に 挿入 さ れ る こ と もあ る 。

造 を考 える か は別 問題 なの で
，

こ こで は実際 に表現 され る前置詞句の 配列 を，

下 の く形 式 D の よ うに
， 平面的 に 示 す 。 ｛　 ｝は 要素が 現 れ うる こ と を，

△ c；p は GP が挿入 され うる こ と を意味す る 。

　 〈形 式 DP

脚 』

吸1：
｛

喩
｛Da ｝］　｛［”

GP ］｝］

　 こ れ に あて は ま る例 を具体的に 文書か ら取 り出せ ば ，

CHCTeMa と こ れ に
一

致 す る 限 定 辞

Mop （boJlorHqeCK（afi）， 不 一 致 型 限定辞

（生格名詞 句）か ら成 る 前置詞 句 PP

の 句構造 を標準 的 な 階層構造 で 示 せ

ば ， 左 の 〈図 1＞ の よ う に な る だ ろ

う。
N 匡司は 主 要部 名詞，　NP 内 の

Adj 國 は主 要部 に
一

致 す る 従属限

定辞 （形 容 詞 ， 指示 代名詞 ， 所 有代

名詞 ， 所有形容詞），
NPgen ［豆P］は生

格名詞句を表す 。

　 こ れ に 対 し現 下の 考察対象の 資料

の ロ シ ア語で は，
NP 内の 要素の 語順

は現 代語 よ り遥 か に 柔軟 で
， 従 属部

要素 は 主 要部 に 対 し後 置 も前 置 も さ

れ る。 複数の 従属部が 主 要部 を は さ

ん で 両 側 に 置 か れ る こ と もあ る 。 GP

　 こ う した 構造 に どの よ うな 階層構
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prep　LNP△ （］T）　　 ［N・｛Da ｝

　 K　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 CBoeH

　　自分の 世襲領地 に

△ GP

n〔）　　　　　　　　　　　　双OKOHga 」IHolt　Ha ［ITevt

　我々 の 合意文書 に従 い

UO　　　　 OTua　TBoero

　汝の 父 の 証書 に 従い

Kb

自分の 兄 に

CBoeMy

HO 　　　　　　　　　　　丑y［ueBHOM

　汝 の 父 の遺言状に 従い

Hn 　　｛Da ｝］　　 ｛［NpGP ］｝］

OTqHH も

rpaMOTB

rpaMOTe

6paTy　 CTape 目llleMy

rpaMOT も eTua 　　TBoel
’
0

Ilo　　 ceM 　H｛ano6anHoM 　BemHKo］
’
o　H ｛〕Baropo 皿a　 rpaMoT も

　こ の大 ノ ヴゴ ロ ドの 嘆願書に よ っ て

な ど とな る。 従 っ て ， 前置詞繰 り返 しは上 記 の よ うな構造 の 前置詞句内の （先

頭の 要素を除 く）任意 の要素の 前で 起 こ る と仮定 で きるわ けだ が
， 文書で は実

現 され るパ ター ン とそ うで な い もの が あ る 。 以下 に 例 をま とめ る 。

（1） Hn が単
一

名詞で
，

これ に
一

致型限定辞 Da が 1 つ 従属す る タ イ プ 。

　（la）pHn 　pDa の例 諂 c　mp ↑
rb

　H3 　 MOHx
’
b

「
我が衣装の 中か ら」 （MII

−
1）；AHcb 　cy 凸oBb

　　　Hcb 　cepe6pbHblx 　aa∬b　ecMb 「
銀の器 の 中か ら私 は与 えた 」 （Mlll

−
16）；E｛a　oTUB 　 ua

　　　MoeMrb 　 li　 Ha 　 MH も
「
私の 父 と私の た め に 」 （FBHH 　 llO）；M3　 cBMIIeH　 M3　 MoMx ／，

　　　CaMyHnt ，　 JlaMTe　60poB
’
b　．qyTbLuHM

「
私の 豚の 中か ら

一
番大 きな去勢豚をサ ム イル に

　　　与 え よ 」 （rBHrl 　lO5）；IlpQ　3eM 」IO 叩 Q　KoHl4a，m ，cKyEo
「
区 （コ ネ ッ ツ ）の 所有地の

　　　た め に 」 （FBH 「1112 ）

　 （］b）pDa 　pHn の 例 ：調 査の 範囲 で 例 な し 。

（2） Hn に
一一

致 型限定辞が 2 つ 従属す る タ イプ 。 語順 の 組み 合わ せ に よ っ て 7通 りの パ

　 ター ン が可能だ が ， 例が 見出 され た の は （2a）一（2d）の パ ター ン
。

　 （2a）pHn 　pDa 　pDa ：Hc　KQilb　H3b 　cBoHxb “3 も3双oBHblx
’
b　Be轟 肺 ecMb 八aT レ1 「

自分の 騎馬

　　　用 の 馬か ら私は与 え る よ うに 命じた 」 （！lJILI
コ
3）

　 （2b）pHn 　Da　pDa ：c
「
b　6paToMb　cBoHMb 　c1 、　cTapbHlll レIMb　c　nallH．aoMb 「

自分の 兄 ダ ニ ロ

　　　 と」 （rBH 「12 ）

　 （2c）pDa 　Hn 　pDa ：B 叩 aBy ｝o　Mepy 　B　HoBropoLIKyK ）
「ノ ヴゴ ロ ドの 規定枡 （メ ーラ）で 」

　　　（rBHm 　 114）；1100T1leB ” 汲yulM　no　 CMAOpoB目 「
父 の シ ドル の 安息の た め 」 （FBHH

　　　 l69）

　 （2d）pDa 　pDa 　Hn ：no 　ce 目 m πaHoH 　rpaMoTe
「
この 贈与状 に従 っ て 」 （11BHH　280）； 3a

　　　 MeHlllMH　3a　CBOM 　 aBTM
「
年下 の 我が子 らの た め に 」 （几且r　56）
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一

方／pDa 　Da　pHn ／， ／pDa 　pDa 　pHn ／，／pDa 　pHn 　pDa ／とな る例 は見 つ か らなか っ た 。

（3） GP を含む タ イプ。　 GP 一
っ が Hn に 従属 す る要素で あ る場合や ， （1）（2）の よ うな・一

致

　型 限定辞 と ともに 句 を構成す る場合な ど， 様々 な組み 合わせ が考 えられ る が
， 実際に

　 見 出 され る パ タ
ー

ン は以 ドの もの で ある 。

　（3a）pGP 　 pHn ： iTo 　BpllKa3blBaK ） ＜．．．＞ Ho 　 o
’
rua 　 Moero 　 n（） B ．na，fteHblO　no　cTaPblMl ，

　　　rpaMoTart
’
E．，　i　no 　Ali）rmnM

’
b　rpapttOTaM

’
b　＞Ke

「
我が 父の 領 七 と ． 古 い 証書 また 分配状 に

　　　従 っ て 〈…〉 命ずる 」 （FBHI 　I　 144）

　（3b）pGP 　pDa 　Hn ：1］o 双も八a　cBoepo 　I］o　JtaH〔〕M　rpaM 〔〕Te ΦcnopoBe 　M　lio　pyKo朋 caH トK） 「
祖

　　　父 の フ ヨ
ー ドル の 贈 与状 と書付 に従 っ て 」 （1

”
BHII　 144）

　（3c）pGP 　Hn 　pDa ：1100Tua 　M 〔｝el
・
o　KH ｝13H　He 川 KoFo 　i

・
paMoTB　 IIo　 ，ly1JleBI］OH 「

我が 父大公

　　　の 遺言状 に よ っ て 」 （！UF 　4）；no　oTUa 　MoeBo 　p＞
’K〔川 McaHbK 川 o 伽 eKca 眼 poBy

「
我が

　　　父の オ レ クサ ン ドル の書付に 従 っ て 」 （1
’
BHr11 ・t4）

（4） 主要部 名詞に 同格の 名詞句が 続 く場合， 同格名詞句の 各 要素の 前で繰 り返 しが起 こ

　 る 。 資料で 際立 っ て多い 。 1二記（D−G）の パ タ…
ン と組み 合わ され て様 々 な 構成 をなす。

　 （4a ）人 に 関す る句で

　　　人名の み 二K＞inM ．nyll ＜＿＞ cBacH ．qbeM 「
b　c し）uleKC もeBFNeM

’
h 「ワ シ ー リ ィ

・オレ クセ

　　　イヴ ィ ッ チ と と もに 買い 上 げ」 （FBI¶ 1314 ）

　　　称号 ＋ 入名 ：：sa　KI［｝II
’
HliLH／） 3a ．Mapi，em 「公妃 マ リア に 」 （∫U工F　4）

　　　親族名詞＋人 名 ：Ch 　 clapeL 川 M 　 er 〔16paToM 　 Cb ｝OplコeM 厂
彼の兄 ユ ー リと 1 （ノ凪 F

　　　61）；ρ互 胆 幽 IcNlo ［・IM ’b　c　Bac｝MbeM
’
b

「
我が 息子 ワ シ ー リィ と」 （几丁 89）

　　　親族名詞 ト称号 ：nppt　 MoeMT 〕 〔〕TllレI　 I］PM　 Be，・1【IKOMI ， 1〈11A3PT「
我が 父 大公 に お い て 」

　　　（ノL厂矼
’
24）

　　　人名 ＋ 親族 名詞 ：y レIBaHa　y　CechbpsHa　CuHa 　y　MaHO 日，ffoBa　BliyKa 「 ソ フ ィア の息子 ，

　　　マ ノ イ ル の 孫で あ る イ ワ ン か ら 」 q’
BHI1314 ）

　　　親族 名詞 1 称号 モ人名 ：Kh ．CBoeMy 　6pai・y　K　M（）JIO川 eMy 　Ku 【｛HH3m 　K　BaCH．ibm 　Kh

　　　Slpoc“laBHilro 「
自分の 弟ワ シ ー リィ

・ヤ ロ ス ラ ヴ ィ ッ チ に 」 （1しT 　56）

　（4b）土地 ， 川 ， 町 な ど に関す る句で

　　　普通名詞 「 普通名詞 ：BMoepl 　OTqllHT． ［1　Be 」MKOM 　KH 鰥 e目M 「
私の世襲領地で ある大

　　　公領で 」 （JL，rll 　
i

　56）

　　　普通名詞 ＋ 固 有名詞 ：Ha 　MOx ｝、
　Ha　HeXKt｝it 「ペ フ ケ イ の 沼地 に 」 （rBHn 　38）

2． 3． パ ター
ン の ま とめ

　名詞句 の 構造 す なわ ち従属要素の タ イ プ や 数 ， 語順 な ど は さ ま ざま だ が
，
2．

2
． の （Dか ら〔3）に共通 して ， 主要部名詞以外 の 要素 の 前で 前 置詞が 繰 り返 され

る とい う特徴が 見 て取 れ る 。 中で も （la） は 最 も多 く見ら れ るパ タ
ー

ン で ， 多
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くの 先行研 究 に お い て
「
被修飾語の 後 ろ に 置か れ た修飾語の 前で しばしば前置

詞 が 繰 り返 さ れ る 」 と指摘 され た もの で あ る 。 （4）の 名詞句 は固有名詞 や 同格要

素 を含む 点で（1）か ら（3）まで と若干異 な るが
， 先頭 の 名詞を主要部 ， 後続す る要

素を同格的限定辞 と見なせ ば， 繰 り返 しの 起 こ り方は （la）の パ ター ン に還 元

す る こ とが で き る だ ろ う。 そ こで こ の
“

主要部名詞の 前で は繰 り返 しが 生 じな

い
”

とい う特徴 を前置詞繰 り返 しの 原則 と仮定 して
， 次の 3 節の 考察の 基盤 と

した い
。 た だ し （3a）の 場合 は主 要部の 前で 繰 り返 しが起 きて お り，

この 原則

に
一・

致 しな い
。 しか し本論筆者が 調 べ た 資料の 範囲で は ， 後置さ れ た 主要部名

詞 に繰 り返 しが起 こ る の は 2例 で ， その 1 つ が （3a） に 例示 した もの ， 同 じパ

ター ン で もう 1例 あ っ た の み で あ る
。

そ こで
，

これ は例外 と して 扱い
， なぜ こ

の パ ター ン が起 こ るの か も後 に 考察す る こ と とす る。

3． 前置詞繰 り返 し構造の 解釈

3． 1． 最適性理論 の 適応

　社会言語学的 に 言 えば ， 言語 （L＞ に は ， 時代 ， 地域 ， 階級 ， 位相 差な どの

諸因子 をパ ラ メ ー タ とす る さ まざ ま な変 種が あ る 。 2節 で 調 べ た よ うな ， 13−

16世紀の 実用文書類の 言語 も， 汎時的言語連続体 （L） と して の ロ シ ア 語 　の

一
変種 と み る こ と が で き る 。 す る と ，

こ の 変種 に お い て は ，

一 定 の 規則で 前置

詞が 前置詞句標識 と して付与 され うる特徴が あ る とい うこ とに なる 。 別の 変種

で あ る現代標準 ロ シ ア語や ， 教会文章語で は前置詞繰 り返 しは普通起 こ らない
。

また ， 口 承文芸 テ クス トや
一

部の 方言に お い て 実現 され る別の 変種で は ， 従属

部 に 後続 す る主要部 に対 す る繰 り返 し も含 め ， か な り自由に 前置詞繰 り返 しが

起 こ る。

’

そ こ で ，
こ の 関係 を統語論 的な現 象 と して 統

一
的 に 説明 す る こ とを ，

最適性理論の 基本的な 考え方 を援用 して 試み る。

　最適性理論 （OLptimatity］T ［heory］）の 基本概念 は
「
言語 （普遍文法） は違

反 可 能 な制約の 集合 aset 　of 　violable 　constraints か ら成 り， 個別 言語 の 文法 の

特性は ， そ れ ぞれ の 言語が 固有 に 持 つ
， それ らの 制約 の 序列 関係 ranking 　 of

th　o　s，　e　constraints 」 （Archangeli＆ Langendoen　t　l）で ある とい う形で 表明 され

る 。

『普遍文法 』 の 妥当性に つ い て の 議論は さ て お き，
こ こで は この 考 え を も

とに ， 上で 述べ た 言語 （L） とそ の 変種の 関係を 次の よ う に と ら え る こ と とす

る 。
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言語 （L）の 文法 は違反可能 な制約の集合 か ら成 り， その 変種 （霄語 （L ）の

個別の 実現形）の文法 の特性は ， 個々 の変種が 固有に持つ
， それ らの制約 の 序

列関係に よ っ て成立す る 。

OT の モ デル は 〈図 2＞ の よ うに イ メー ジされ る 。

〈図 2 ＞

入 力形 preP［Adj　 Ad．i　N1

　　
”°

豐
職 町 a纏

廳 爨纛矚嘉τT「
　　　　　　　　　　　　　1

［ 鶴鞴 一
L＿ ＿ ＿　 鵬 ．＿ nd

評　 コ　
ーVAL 　 こ こに 制約の セ ツ トが 含譲れ る

実現形 （最適な候補）

　 　 　 P ［Adi　 pAca．3　　 N ］

　 　 no 　ceff　 xxo・llaEfOff　rpaMOTt9

　制約の集合 は， 評価過程 EVAL （uation ）と して想定 され る プ ロ セ ス の 中に 含

まれ ， 入 力形 （input）か ら生成過程 GEN （erator）を経 て 生成 され る あ らゆ る

可能な形式か ら最適な もの を選 び だす 。 従 っ て
， 言語 （変種）間の 違い を明 ら

か に す る とは ， 評価過程 EVAL に 含 まれ る制約の 内容 と， 個別 言語 （変種）

に お け るその 序列 を定め る こ とに な る。

　で は前置詞繰 り返 しの場 合，
どの よ うな制約を考 えれ ばよ い か 。 まず OT で

一 般 に指摘 さ れ る， あ ら ゆ る可能 な候補 を導 き出す 際 に 考慮す べ き忠 実性

Faith（fulness）の 制約 が あ る 。 これ は 次の よ うに 表す こ とが で き る。

Faith　入力形 に 何 も付加せ ず， 何 も除去す る な

前置詞句内で の 前置詞繰 り返 しは明 らか に 余剰効果 な の で
，

その よ うな余剰
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性の な い 形式 を基本の 入 力形 と考 え る こ と は 妥当と考え られ る 。 これ に よ り

　no 　［KyrlHaH 　rpaMoTa 　PIBaHoBa］
t’ u）　no　KyHHoM 　FpaMoT も　レIBaHoBH

の よ う に ， 繰 り返 しの な い
， 通常の 前置詞句が 生成され る。 も し こ の 制約が

，

他の 違反 可能 な制約 よ り優位 に あれ ば ， 前置詞繰 り返 しの ない 変種 （現代標準

ロ シ ア 語 ， 教会文章語 ）の パ タ
ー

ン が 得 られ る 。

一 方 ， 前置詞繰 り返 しが生 じ

るた め に は ， 次の よ うな制約が 必要で あ ろ う。

MarkP ：PP 内名詞句 の 先頭以外 の 任意 の要素 に 句標識 （前置詞句の 標

識）を付与せ よ

　こ こで 「
先頭以外」 と した の は

， 名詞句 内の 先頭 の 要素 に句標識 を付 与す る

形 ：1］oA ［KH”3b　Be”HKHM ］→
’ Ilo！L　non 　KHH3eM 　rlo」L　BeJIMKMM の よ うなパ タ

ー
ン は ロ

シ ア 語 の い か な る変種で も許容 され な い の で ，
こ れ を排除す るた めで ある 。

　今，
MarkP を Faith よ り優位 （よ り重要）な制約 と して 適応 させ る と ， 可

能な繰 り返 しの パ ター ン と して 得 られ るの は ：

　［lo　［Ky 【IHaA　IpaMoTa 　HBaHoBa］

　　b）　no 　KLynHoa 　FpaMOTI ＞　no 　ifBακoeu

　　C） no 　lCLynHOU　 no 　2pauOMt 　HBaHOBH

　　d）　no 　κLynHou　　no 　zpauom 舌　no 　”6a κ06u

で あ る 。 こ の うち ， 主要部 名 詞 rpaMOTa に 句標識 が 付与 さ れ た c），
　 d）の パ

ター ン は 2． 3． で 定 め た原則 か らの 逸 脱 で あ る 。 そ こ で ， こ の パ ター ン を 不

適切 な候補 と して 排除す るた め に ， さ ら に次 の 制約 を設 定す る 。

HeadNoMark ：PP 内名 詞句 の 主要部 に 句標識 を付与 す るな

　HeadNoMark ＞MarkP （HeadNoMark は MarkP よ り優位 ［よ り重 要］）

とすれ ば
，
HeadNoMark に 違反 した c と d は ，

こ れ に 違反 して い な い b に 比

べ 「 よ り適切 で な い 候補 」 とな っ て 脱落 す る 。
つ ま り， 制約の 序列関係を

　HeadNoMark ＞ MarkP 》 Faith

とす れ ば， 先 に 指摘 した 資料で の 前置詞繰 り返 しの パ ター
ン が 最適候補 と して

選 ばれ る こ とに な る 。
こ の こ と を， 最適性理論の 標準的な表記 に従 っ て 示 す と

く図 3＞ の よ うに な る 。
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＜図 3 ＞
n冖

a ＞

Hea “NoM 訂 kMarkPFaitb

匸［QKyrlHoI ｛ rpaMoT も　HBaHoBH ＊

・『 b）　1101くyllHoH　rpaMoTt ｝　rlo　HBaHoB円
　　　　一 一 一

一 一馳一冖　

　　　＊　
，

＊

c） Ho 　KynHoH 　Ho 　rpaMoT も MBaH 〔〕B 回 ＊

d）　no　KynHoH　rlo　rpaMoT も　　rlo レIBaHoBH
一

＊ ！ ＊　　1

　
＊
は ， 最上段 に 示 した それ ぞれ の 制約に 違反 した 形式で ある こ とを， ！は重大

な違反 （実現 され な い 形式） で あ る こ と を示す 。 こ こ か ら c），
d） は候補 と し

て 排 除 され る 。 a），
　 b） は と も に

，
　 HeadNeMark よ り序列 の 低 い （重 要で な

い ）制約 に 違反 して い るが
， そ の 場 合 に は ， よ り序列 の 低 い 制約 Faith に違 反

して い る b）の 方が適切 な候補 と して 選択 され る 。

　
一

方 ， c），
　 d） の よ うに 主 要部 名詞 に 前置詞 繰 り返 し を許 容す る構造 は ，

MarkP が HeadNoMark よ り優位 に 位置付 け られ る こ とで最適な候補 とな る 。

一一
部の 方言や ， 口承 文芸の テ ク ス トが そ の 基盤 と して い る と考 え られ る民衆 言

語 （e．g．　Bo 　c．qaBHoeM 　Bo 　popone 　Bo 　K ｝leBM
「
名高 き町 キ エ フ で 」）で 見 られ るの は

こ の パ ター ン で あ る 。 結局 ， 前 置詞繰 り返 し を許容 しな い 変種 varI ，（教 会文

章語文献， 現代 ロ シ ア語）， 現下 で 問題 と して い る 場 合 の よ うに ， 主要部 以外

の 要素の 前で 繰 り返 しの 起 こ る 変種 var2 ．， 自由に 前置 詞繰 り返 しの 起 こ る変

種 var3 ，の違 い は ， 3 つ の 制 約 の 序列 の 違 い とい う形に 還元 され ， 〈図 4＞ の よ

うに ま とめ られ る 。

＜図 4 ＞

　　 　　　 　　　 　　　 制約の 序列

lva，1．　 　 F。ith　 ＞ H ，adN 。Ma ，k
l
　 var2 ．　 　 HeadNoMark 　 》　 　 MarkP

Ivar3
．　 　　 MarkP 　　 ＞　 HeadNoMark

⊥ ＿ 一 ＿

＞　 MarkP

＞　 　Faith

＞　　Faith

　本論で 問題 とす る 前 置詞繰 り返 しの パ ター ン を実現 させ る var2 ，は
， 余剰 な

前置詞句標識の 付与が 起 こ る とい う点で var3 ．の 特徴 と共通 す る が ， 句標 識 の

現 れ 方に 制限が 加 え ら れ る とい う点で は varl ．に 接 近 して お り ， 統 語論 的 に
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var1 ，と var3 ．の 中間的構 造 に な っ て い る 。 と こ ろで
一 般 に ， 口 承 文 芸 や 方 言

は 言語の 古層を写す と し ば しば 指摘 さ れ る 。 こ の 考 え を適応 させ れ ば，
var3 ．

の 制約序列 は古い ロ シ ア語 に お い て 可能 で あ っ た前置詞句の パ ター ン を示 して

い る とい う こ と に な ろ う。

一
方 ， 現代語の 標準形 は varl ．の パ タ

ー
ン で あ る 。

す る と var2 ．は ，
　 varl ．の 制 約序列 の パ ター ン の み が ロ シ ア 語 の 可 能 な 形 式 と

して 定着す る 中で ，
か つ て あっ た var3 ．の セ ッ トが

一
部変化 した 形 で 顕在化 し

た もの ，
つ ま り史的変化 に お け る 中間性で もあ る と見 る こ とが で きるの で あ る 。

もち ろん
，

こ れ らの 史的変遷 を反映す る序列の セ ッ トは ， 相互排除的に順 次生

じて 来た と い うもの で は な く， 言語共時体 の 中に 共存 して きた もの と理 解 して

お く必要が ある。 実際， 前置詞繰 り返 しが 見 られ る文献 で
， すべ て の 前置詞句

に 同 じパ ター ン で 繰 り返 しが 起 こ るわ け で は な い し，
var2 ．の 中に var3 ．の パ

ター ン が 混入 す る こ と もあ る 。 2． 3， で 例外扱 い と した ， 主 要部 に 前置詞句標

識が 付与 され るケ
ー

ス もま さに こ こ に該 当す る もの で あろ う。

3． 2． 前置詞繰 り返 しの 消失に つ い て

　前置詞繰 り返 しは本質 的 に余剰 な句標識付 与で ある 。 従 っ て それ が維持 され

る べ き強い 必 然性 を持 っ て はい なか っ た と考 えれ ば， 消失 は通時的変化 の 必然

で あ っ たの か もしれ な い
。 しか し こ こ で は い ま 1 つ 考 え られ る因子 と して

， 語

順 の 固定 化 を指摘 し て お きた い
。

　先の く図 4＞ の var2 ．の 規則 を， 主要部名詞 に従属部が 1 つ 付与 され た タ イ

プの 名詞 句に 適応す る と
， 実現 され るの は pHn 　pDa （H3　CBHIICH 　H3 　MQHXb ）で

あ っ た 。
こ こ に varl ．の パ ター ン を追加す る と ， 可 能な タ イプ は

　 a）　H3　cBMHeH 　H3 　Mo ”xl ，
，　　 b）　H3 　cB 目HeH 　Mo 珂x

’
b 　　　c）　H3 　MoHxl 〕 cBHHeH

の 3 通 り とな る 。 と こ ろで ， 現代 ロ シ ア 語へ の 標準化の 中で
， 名詞句の構造 は

2． 2． の 樹形 図で 示 した よ うな ［［Da −Hn ］−GP ］ とい う比較的安定 した語順 を

獲得 した 。
こ の 語順 （な らび に 階層構造 ）で は

， 主 要部が 先頭 に 来 る a），
b）

の よ うな構造 は回避 され る 。 その 結果残 るの は c）の ， 前置詞繰 り返 しが 起 こ

る可能性の な い 形式 とな る。
つ ま りこ の ［［Da −Hn ］−GP ］ と い う語順 の 安定化

が 前置詞繰 り返 しの 生 じ うる機会 をせ ばめ ， 前置詞句 に お い て 前置詞繰 り返 し

が生 じに くくな る可能性 を高めた の で は な い だ ろ うか
。

そ う した 中で
，
2

，
2

．

で 示 した（4）の パ タ
ー

ン だ けが請願 書や 官公庁の 文書に お い て
一

種の
“

書式
”

に

な っ て近 代 に 至 る まで 使用 され た と推測 す る こ とが で き る 。
17 世紀の 風刺物

語 『ヨ ル シ ュ
・エ ル シ ョ ヴ ィ ッ チ の 物語 』 の 冒頭部分 に は こ の 状 況が よ く示 さ
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れ て い る
4 − ＞Ka．no6a

，
　 rocnofla

，
　 HaM 　Ha 　伽 zμα　κa　Epttto6a　CblHa

，
　 Ha

tt4emαH κuua 　Ha 　£ 6e∂HU κa
，　Na 　θopα　Ha 　ρ砿 360 直湿μκα，　Ha 　ff6e ∂NU κa　Ha

O6 ．veαHtt（ak
’
a

，
κa 　 、tuxyro ， κα・PαnO θble　 znas α

，
κa　60C 〃TP・bt・e　tt4e〃IUHb ‘ κα 測 ∂0θO

He ∂0の0 θO　V　e．a　oeek ’a 。

4． 展望 一 前置詞繰 り返 し構造が示唆する もの

　H ．To．qCToB は ロ シ ア 語 文献 の 通 時的特徴 と類 比 させ て 古 セ ル ビ ア 文献 の

ジ ャ ン ル わ け を行 い
， そ れ を ピ ラ ミ ッ ド型 モ デル で 表 した （To．ICToB 　206）。 そ

の モ デ ル を ，
ロ シ ア語史で 用 い られ て い る文献 ジ ャ ン ル わ け

气

と照 合 しつ つ
，

改 め て 古代 か ら中世 に か け て の ロ シ ア文献 の 区分 に 適 応 させ て み た の が 〈図

5＞ で あ る
。 図 の 右 側 に は 3 節 に 示 し た制 約 の 序列 を加 え ， 最上 段 の Faith＞

HeadNoMark ＞MarkP か ら右下 へ の 矢線， な らび に最下段か ら右．ヒに上 昇 し

て い る斜線 は
，

3． 1． の 最後に述 べ た ような ， 変 種の 共存 の 状況 をイ メ ー ジ し

て い る 。

〈図 5＞

皿aM   ・o 刪 paR〕田 f  別

Ha 　K   ｛レ刪 CbMeH 田コIe

TP 姻 皿 匠K 　UOP 瓢o団 ｛o凾

CJIa 月 HHCKOfO 刄3NKa

　　　　　　　　　　　　　　Faith》 HeadNoMar

｝1CTop｝II｛ec1（a∬ 班 π竃…paTypa

丶

nOBccTBOBa即e」恥 Ha 只 」1HTcparypa

】冂［a皿OMH 皿 qeCKa5uMTcpalypa

月皿「　CBeTC】（0 −K》 疏皿M 闘eCKaH 　JMTeaT 翫

rBHrl　 瓜eJloBaH　m ｛cbMeHHocTL

BepecT 珊 止 le　IpaMOT ぢ　　　BblTOBa匪 皿 」1Cb 贓 ¢ 且HOCTb

■卜，鹽 ．．．．■．．，．
Hap ‘）員H ？「P径「「：9登9P耳a耳P皇望・．．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翫 HeadNoMark 》

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MarkP 》

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fa鮭h

。＿ ap 。＿ ＿ ，記 ＼
　　 　　 　 　 MarkP 》 HeadNoMark 》 Fal重h

　 こ の お お まか な 図が 言語 の 事 実 とそ れ ほ ど違 っ て い な け れ ば， 皿皿F が代表

す る世俗的法文書 （CBeTcKo・｝｛）pMpm ・
｛ecKaA ．IMTepaT ＞

ipa ）や ， 1
一
BHrlが 属す る実

用 文 書 （／Tle．iOBafl　IIHCbMeHHOCTb ） な どの ジ ャ ン ル の ．上下 に連な る ジ ャ ン ル の テ
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ク ス トに も HeadNoMark 》MarkP ＞Faithの 序列 を持つ 変種が 共 存す る は ず

で あ る 。 こ の よ うに考 えれ ば ， 古代 か ら中世 の 年代記 や世俗的物語 （上 の 図で

は
「歴 史 文 学 HcTop四 ecKaH 刪 TepaT 》

・pa」 や
「
物語文学 IMIoBecTBoBaTe．ilbHaH

JIIiTepaTypa」 に 属す る） な どに 見 られ る散発 的な 例 ，
　 A ．ニ キー チ ン の 著作 に

見 られ る例 ，

fi
あ る い は 民衆の 日常言語 を よ り反映 した と推 測 さ れ る 白樺文 書

に 現 れ る多 くの 例 な どは い ずれ も， 〈図 5＞ に イ メ
ー ジ した 変種 の 競 合 した 言

語状況 を反映 した もの と して 理 解 され る こ と に な る だ ろ う。

　先行研 究の 中 に は ， 前置詞繰 り返 しを本来 ス ラ ヴ語 に存在 した もの ， 言い 換

え れ ば ス ラ ヴ語 の 基 層 に 求 め る立場 が あっ た 。 事 実 ，
Miklosich

，
　 nOTe6HHら

が 指摘 した よ うに
， 他の ス ラ ヴ語の 口語的表現ジ ャ ン ル

， 例 え ば古セ ル ビ ア語

に も前置詞繰 り返 しが 現れ る例を 見い 出す こ とが で き る （Ha　y6aBy　Ha 　Ilo晶 y

KocoBy 「美 し き コ ソ ヴ ォ の 原で 」 ；AHa 　oila由 ｛a　paBHo員PecaBH 「
あの 平 らか な

レ サ ヴ ァ に 」 ：「【oTe6Hfl　299 一
例 は 1〈apal．iih

，
　njecMe）。 また例 えば， ボ ス ニ

ア で 14 世紀に 記 さ れ た 文書
7
に は ，

ロ シ ア語 の そ れ と よ く似た 前置詞繰 り返

しの パ ター ン が 見 られ る 。 こ う した 資料的事実は ，
ロ シ ア 語以外 の ス ラ ヴ語に

お い て も前置詞繰 り返 し構造が あ っ た こ と を示唆 して い る よ うに 思わ れ る 。 も

ち ろ ん ， 限 られ た資料か らた だ ち に ， 前置詞繰 り返 し構造 が 共通 ス ラ ヴ語 に ま

で 遡 る現象で あ っ た とい う
“

結論
”

を主張す る もの で は な い が
，

ロ シ ア 語文献

に 見 られ る前置詞繰 り返 し構造 は， それ を媒 介 と して ， 文字言語成立 以 前の ス

ラ ヴ語の 姿を我々 が 垣 間見るた め の ， ひ とつ の 手が か りで ある よ うに 筆者に は

思 われ るの で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （み た に　 けい こ ・京都大学）

資料

〆
「

／yxo6Hnte　u ∂r，e （）60 ρHblC ） epa ．vaOMbt 　eeノ！u κtLX　a　y∂θノZbHbLX κHU3edi 　XEV −XVI 　Be．　M ．；几 ：

　 AH 　CCCP ，
1950，

∫：pmuombl 　6e／Iuκ020 　Ho6eopo∂α　a　flcκ06a ．　t＞1，；JL：AH 　CCCP ， 1949，

文献

50PKOBC輔 ，
　 B．　 Id． 1949，　 CaHma κcac 　Ope6He」O．ycc κux 　epaMo 〃2．　 J7pocmoe

　 nρe∂ンlosceHae ．　∫1卜B（，B： JlbBoBcK目営 【℃ cy ，lapcTBeHHbJ鍾 yHHBepc”TeT ．

bopKoBcK吼 B．　 H ．； Ky3H α 【oB ，
　 H．　 C 　 1963． 〃 ご〃 zopavec κ ag 　 2P ω u ” a 〃 luκa 　PJIccre‘冫zo

　 π3 δ‘κα，　 巡 ．：AH 　GCGP ，

L3yuiaxoBcKHii
，　 JI．　 A．　　1958．　 〃 cm θpuve 〔ノκ α8　　κ o湿 κ θκ〃zα」ワα4　　κ 　　Pycch

”
　oMy
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　　泥a〃zelワα〃灸｝
，PHO．nty 　照 配 κy．　KHeB．

FpHHKoBa，　H．　H，1948．　
“

HeKoTopbIe　c』ylla酌noBTopeHH 月 npe 即 oroB 　B　K レ1poBcKHx 川 a．爪eKTax ．
”

　　 ∬3配 κ 　u ♂彬 ウ‘ムμノleHue 　l　l．91・103．

函ワee κ （？pyccffaκ　2pa ノ脳 α〃IUh’α　XII−XI／1　68．　】995．　 M ．：HayKa．

EBrcHbeBa
，
　 A．冂． 1963， 0vc・

ρκu 〃o　 ff3blKy　 pyccltodi　 ycmHoa
’

no ．03uu 　 83anucscx

　　λ
厂
VII一λ

厂
X 　 6β．　 IM．；JI．：AHCCCP 、

3a朋 3H 月K，　A ．　A．1995．　ノZpc・8Hc ・Hoeeopo ∂clcμ ti ∂αα〆leκm ．　M ．：q3b［K　pyccKo 蕗Ky ．nyLTypbl ，

〃 と脚 ρavec κaff　 eρa．4t．vram ακa 　 P．vccft
’
oeo 　 ff　Sblκα．　 Cα翩 ακc砿cゴ 伽 cmoe 　lJpe〔，・ZOPfeeHae ．

　　　1978．　M ．：HayKa．

レ1（rTpqHa ，　　E．　　（⊃．　　1919−21．　　
‘‘
CLmTaKcMge（二Klle　　ABfieH｝ifi　　C ｝IHOiIaJlbHolro　　cnHcKa 　　l・o両

　　HOBI℃ po八CKovta ．・ieTD［1HC バ 〃 38 ，0P ∬C　24，
26，1・239．

从 aHc レIKKa
，
　 B ．1912．　

‘

℃ roBopc 　 H．leHKypcKoro　 ye3，qa　ApxaHre』bcKo 嵒　「y6epil湘 ．
野
　M36．

　　　0ノ⊃彡アC 　l7．2．86・144．

HoTe6H月，　A．　A．1941．　臨 ．？anuco κ no 　pyoCκOti　epauM α〃zak’e．4’ ノ1・zaeoJz ．，M ．；JI．： AH

　　CCCP ．

C 〔｝K（MoBa
，
　Pt1．　A．1957．　 Olejワκα no 　ff3blK）

，∂enoebtκ na − tff〃IHult
’
oB ．￥レ7　ee κa ．　JI．：JIFy．

To』cTo 角
，
　I　i．レ1．1998．　

‘‘OTHQ皿leH目e 皿peBHecep6cKoro　KHH 冫KHoP 〔〕月3b 亅Ka　K πpeBHec」laB｝亅HcKoMy

　　月3b 」Ky 〔B　cB 月3レ｛cPa3BHTHeM ｝KaHpoB 　B ノ疋peHHecep6cKo肖，翔MTepaType ）．
，，

伽 の，塑 y∂bt　2．

　　 200−11．

Φ剛 HII
，
Φ．　H 。1972．　 llpoacxoorc∂θ翩 θ PLyccκoeo ，　yffpauκcκ02 θ α 6e．zop．VCCk

’
oao 　ff3blκ〔，e ，

　　〃b〃topu κ ‘丿一∂ua 泥 erc〃zono2uitec κua
“
OVCJPノ‘．∫L：HayKa．

qepHblx
，
　r1．　q．195・1．　翫 〃loρuvecreaH 　epau ．ifa 〃zα κα pyCiCκ OZo π3 配κα．1（bamk’ark　ovepK ．

　　 M ．：　YqneAr円3，
911目H

，
B ．」

．
L； 3a』H3H 日K

，
　 A．　 A． 1986 ，　 lloeeoρo∂Ck

“
ue 　2ρα．−tOMbt 　 Ha 　融ρθ‘

・
〃ze ．　抽

　　pac κθn θκ　ノ977 ・ノ983 　3ご♪∂θ8．，M ： HayKa．

Archangell
，
　D ．　and 　D ．　Terence　Langendoen 〔eds ．）1997．　Opti〃ialit／

， 7ぬθo 弓
，，　An 　Overview．

　　 B｝ackwel ］．

Miklosich ，　F ．1926（2nd　ed ．）．　 レ
’
ergleichende （｝厂ammatik 　der　stavischen 　Sprachen．　 Bd ．4．

　　Syntax．　Wien，

Tha116czy、　Lj．1906．　
‘Llstra

弖．｛vanja 　o　postanku　bosanske 　banovine　sa　naroi3itim　obzir   m 　na

　　povelje　 K6rmendskog 　arkiva ．
”
　（］tazt：ik　 Zemaljskog ，14uzqノα 潔 Bosn’ iHe 厂cegovin ’

　　 18，4．40 レ48．

Worth
，
　 D ．1982．“Prepositbn　repetition　 in　Old　Ru ∬ ian，

”
〃 SLP ．495−507．

う　へ
冫王

1

本論が 扱 う前置詞繰 り返 し構造の 他に ， 次 の よ うな等位関係 に ある複数の 要素の 前で

の 前置詞の 反復使用 が あ る　　BMOHacTbLPX 　 H　B　6〔｝．tlHlilLbl　Ll　B 【lycTblHH 　H　B　TcMHMLIbl

3aK
’
F、．IIOqeHHE，［x　 noc もluaH 「

修道院 ， 病 院 ， 隠者 の 庵 牢 獄 に 閉
．
ざさ れ し人 々 を訪 れ
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　 よ」 （JlOMocTPoM）。 研究者に よ っ て は こ の タ イプ の構造 も前置詞繰 り返 し と し て あつ

　 か っ て い る （例 え ば CoK（）．，1〔〕Ba　 111）が ， こ れ は 本論 の 考察の 対象外 とす る。 た だ し

　 ど ち らも余剰 に 前置詞句標識 を付与す る と い う意味で は関連的現 象で あ り， その 統語

　 論的な関連性は等位接続 とい う構造 とあわせ て 考察す る必 要が あ る 。

2Worth
は 八八F の み を考察対象 と して取 り上 げて い る 。 前置詞繰 り返 し構 造の 現れ 方

　 に 関 して は 当然 ， 本論 の 分析 は Worth の そ れ と 同様 の 結果 と な っ た 。 しか し最適性

　 理論を援用 した 分析 と
，

ロ シ ア語史 へ の位置付け は本論独 自の もの で あ る。

3
遯aHCHKKa は 自らの 調 査 した地 域の 方 言で は 「

前置詞繰 り返 しは全 て の場 合に 生 じる 」

　 と し た が ， EBreHeBaに よ れ ば， そ の 主 張 は 現 実 を 少 し 単 純 化 し過 ぎだ と い う

　 （EBreHeBa　48）。 彼女 の 詳細 な研究 に よ れ ば ， プ ィ リーナ ， 哀歌 ， そ の 他の 民謡 や 民

　 話 ， また 方N＝ に お い て繰 り返 しが 生 じる頻度 は
， 地域や時代で か な りば らつ きが ある

　 と い う。 しか し その こ と を考慮 に 人 れ て も ， E”1
’
eHbeBa ，　FPMIIIt’

OHa らが 示 して い る さ

　 まざ まな例 は ， 繰 り返 しが 自由に 生 じる変種が存在 した こ とを明 らか に 示 して い る。

4
出典 は 1fOBecmB　o 働   F；puro6ave ，　 Pycc κaπ de”torcpamavecrcaff 　o α〃z卿 X ・VI1

　 6ek’α．　汐1．： HayKa，　1977 ．

「

こ こ で は ApeBHepyccKaH　rpaMMaTHKa 　XII−Xlll　BB ．15・16 の 区分 を参照 した 。

e

　XoHneHMe　3a　TpH 　MepsL　Aφallac朋 HHKMTHfla（flauffMHμκu　numepam ｝vpbl　OpeBHea　Pyca．

　 Bmop αfi　 nonOBaNa 　XV 　 6e κa．屈 ， 1982．444・76）の 全文か ら調査 した結果 ， テ ク ス ト

　 の 総語数 6369
， 前置詞 の 総数が 835 で前置詞繰 り返 し構造の 数 は 26 で あっ た 。 A ．ニ

　 キ
ーチ ン の 旅行記 を どの ジ ャ ン ル に帰属 させ る か に つ い て は議論の ある と こ ろか も知

　 れ な い が ， 旅 と い う範疇で広 くと ら えれ ば
「
巡 礼 記 Ila」TOMHIiHeeKa ” ．IMTepaTypa ．」 に 関

　 連づ け る こ とが で きるだ ろ う 。 従 っ て こ れ もまた ， 図 5 の 階層図の 中で は WII
’
と隣

　 接す るジ ャ ン ル の 文献で あ り， 共通す る特徴 を持 つ こ とが理 由付 け られ る 。

7

例 え ば ボ ス ニ ア の 総督 トヴ ル トコ が ヴ コ ス ラ ヴ ィ ッ チ公 に 宛 て た 1357年 の 証書 。

　 Thal16czy．　Lj．410−lt，

Keiko　MITANl

Reexamination 　of 　Preposition　Repe 面 on

　　This　paper　is　devoted 巳o　the　study 　of 　Preposition　RepetitiQn（PrRep ）in　Medieval

Russian．

　　PrRep 　is　a　st田 cture 　where 　a　 P（reposition ）、　the　phrasal　head　of 　a　Prepositional

Phrase（PP），
　is　repealed 　before　any 　component （s）ofthe 　complement 　noun 　phrase（NP ）

inside　PP ： cb 　cBoHM
’
b　6paTDM「b　cb 　cTap もレ」山 HMb 〔Lvith　theirown 　brother瞬 酌 younger）．

This　 structure 　js　 wldelv 　 observed 　in　 Old　 and 　 Medieva 】Russlan　 secular 　texts：charters ．
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contracts,  chronicles  and  personal writings.  PrRep  is said  to be abundant  in oral  texts

ljke bj,iina and  laments,

    ln the present paper two  collectjons  of  documents which  originated  from 13th ta

16th centuries  aTe  examined  and  the  patterns of  PrRep are  e(icited, The examples  of

PrRep  froin the examined  documents reveat  that there is an  obvious  tendency  that

PrRep  can  occur  befbre any  dependent component(s)  inside NP  but hardly bef"ore the

head noun  of  NP.

    Based on  this obscrvation  the  paper atternpts  to  interpret PrRep  in the framework
ot' Optimality Theory (OT). OT  proposes that a Grammar  contains  a  set  of  violable

cons'Lraints,  and  difTbrences between constraint  rankings  result  in different patterns Qj'

structure,  Each constraint  may  be violated,  but violation  is tolerated  only  in order  to

satisfy a  higher ranked  constraint.  On thc ground  ot' this assumption  three constrains

are  maintained:

     Faith(fulness): output  forms must  be completeiy  congruent  with  inputs.

     MarkP:  component(s)  of  NP  inside PP must  be marked  with  P,

     HeadNoMark:  head noun  of  NP  inside PP  must  not  be marked  with  P.

   In erder  (o obtain  the pattern like cz  cBoifM[b  6paTotsa't) cb  c'rapl},m-iMb  where

repetition  occurs  on[y  before the  dependent ofNP  as an  optimal  candidate,  the ranking

of  constrajnts  sheuld  be: HeadNoMark>MarkPl>Faith.

   By  changing  the  ranking  of  the  constraints  other  patterns of  PP  wil] emerge:  PP

wjthout  PrRep  which  js standard  for contemporary  Russian wi]l  be an  optimal

candidate  if Faith outranks  the other  constraints,  and  PP  where  any  component

including the head N  can  be marked  with  P, a typica]  pattern for some  dialects and  orat

tcxts, is obtained  if MarkP  occupies  the highest position in the hierarchy of  ranking,

   It is surmised  that  the  difl'erence in ranking  of  constraints  reflects  the historical

change  of  PP  in Russiun. Thc  older  and  the  more  
"naive"

 the  [inguistic materials  are,

the more  frequently evidence  of  PrRep  is found and  in more  various  pat{erns, suggesting

that MarkP  is easy  to  select  as  the highest constraint.  Evidefice of  PrRep  is less

frequently in Medieval Russian secutar  texts, where  MarkP  is outranked  by
HeadNeMark.  Finatly in contemperary  Russian, Faith has the  highest ranking

position and  PrRep  is ruled  out.
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